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連結損益計算書

▶ 売上総利益

・ 一部の製造子会社における収益性の悪化等により売上総利益率は低下したものの、全体としては増益

▶ 営業利益

・ 物流費の高騰や活動の増加に伴い販売費及び一般管理費が増加したが、売上総利益の増加が上回り増益

▶ 四半期純利益

・ 第2四半期累計での過去最高の営業利益を受けて、四半期純利益も過去最高を更新
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※ 収益認識基準 代理人取引による売上高および売上原価の相殺額 21/09 △1,171億円 22/09 △1,330億円
※ 為替の影響 【売上総利益】 +60億円 【営業利益】 +19億円

（単位：億円）

21/09 22/09 増減額 前年同期比 通期見通し 進捗率

売 上 高 3,737 4,555 + 817 122% － －

売 上 総 利 益 687 793 + 106 115% 1,590 50%

<利益率> 18.4% 17.4% △1.0ppt － － －

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費

492 594 + 102 121% 1,210 －

営 業 利 益 194 198 + 3 102% 380 52%

経 常 利 益 204 202 △ 1 99% 390 52%

親会社株主に帰属
する四半期純利益

146 155 + 9 107% 285 55%

US$レート
（期中平均）

@ 109.8 @ 134.0 @ 24.2 円安 @12０.0

RMBレート
（期中平均）

@ 17.0 @ 19.9 @ 2.9 円安 @18.5
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▶国内および海外ともに増益

▶国内外ともに半導体業界向けの原料・素材販売が増加したことにより増益

▶米州・欧州はPrinovaグループの好調により大幅な増益

▶グレーターチャイナはロックダウンの影響があったが、円安による影響もあり増益

国内・海外売上総利益（億円） 海外売上総利益の地域別内訳（億円）

4

所在地別 売上総利益

※ 国内・海外売上総利益における国内の数値は地域間調整を含みます。
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セグメント別 売上総利益 増減（億円）

5

業態・セグメント別売上総利益 2期比較

▶機能素材は半導体関連等の電子業界向け原料の販売が増加

▶ 加工材料は円安による影響もあったが、樹脂の販売数量減少及び前年同期の市況高騰による利益率上昇の反動等により収益性が低下し、減益

▶ 電子・エネルギーは半導体用途の材料販売が増加

▶生活関連はPrinovaグループにおける食品素材の販売、製造加工が好調

売上総利益 四半期推移（億円）
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営業利益 四半期推移（億円）

▶ 物流費の高騰や活動の増加に伴う販売費及び一般管理費の増加もあったが、売上総利益の増加が上回った

▶ 加工材料は前年同期の市況高騰による利益率上昇の反動や販売費及び一般管理費の増加等もあり、減益

▶ 生活関連はPrinovaグループの食品素材の販売事業が好調に推移し、大幅な増益

▶ DX関連投資等、将来の持続的成長のための投資は継続して実施
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業態・セグメント別営業利益 2期比較

セグメント別 営業利益 増減（億円）業態・セグメント別 営業利益 （億円）
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セグメント 営業利益概況：機能素材

▶ 全般的に市況の高騰と円安の影響により、増益

▶ 自動車業界等向けの塗料・ウレタン原料の販売が増加

▶ 半導体関連等の電子業界向け原料の販売や加工油剤・樹脂関連の販売が増加

業態別 営業利益 （億円） 営業利益 四半期推移 （億円）

販売他

32

販売他

39

製造 6

製造 5

合計 38

合計 45

0

15

30

45

21/09 22/09

19

18

20

18

23

21

0 0
0

5

10

15

20

25

第1Q 第２Q 第3Q 第4Q

22/03期 23/03期



Copyright © 2022 NAGASE & CO., LTD.

セグメント 営業利益概況：加工材料

営業利益 四半期推移 （億円）業態別 営業利益 （億円）
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▶ 樹脂販売は円安による影響もあったが、前年同期の市況高騰による利益率上昇の反動等もあり収益性が低下

▶情報印刷関連材料の販売は需要の低迷により引続き低調

▶収益性の低下、販売費及び一般管理費の増加等により前年同期と比べて減益
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営業利益 四半期推移 （億円）業態別 営業利益 （億円）
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セグメント 営業利益概況：電子・エネルギー

▶ 日本、中国・台湾、韓国における半導体用途向けの材料の販売が増加

▶変性エポキシ樹脂関連の販売は半導体用途向けは好調であったが、モバイル機器向けが低調

▶製造部門が低調に推移し、前年同期と比べて減益
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営業利益 四半期推移 （億円）業態別 営業利益 （億円）
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セグメント 営業利益概況：モビリティ

▶半導体不足、上海ロックダウンの影響もあったが、国内外の樹脂販売は好調

▶ EV向けの内外装・電動化用途の機能素材・機能部品の販売が増加

▶上記の販売好調を受け、前年同期と比べて増益
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営業利益 四半期推移 （億円）業態別 営業利益 （億円）
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セグメント 営業利益概況：生活関連

▶ Prinovaグループの食品素材販売は、サプライチェーンの混乱を警戒した需要増加・高収益品の販売増加等もあり第1四半期が特に好調に推移し、

第2四半期は一部需給の調整も見られたが全体として好調維持

▶林原はトレハ®を中心とした食品素材の販売は増加したが、AA2G®を中心とした香粧品素材は主に海外での需要減少を受けて販売が減少

▶その他、医薬品関連ビジネスの好調もあり、前年同期と比べて増益
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（単位：億円）

21/09 22/09 増減額 前年同期比

売 上 高 146 135 △10 93%

売 上 総 利 益 47 38 △9 80%

営 業 利 益 23 11 △12 49%

売 上 高 130 138 8 107%

売 上 総 利 益 54 53 △0 98%

営 業 利 益 23 20 △2 87%

の れ ん 等 償 却 費 15 15 - 100%

償却費負担後営業利益 7 4 △2 62%

売 上 高 557 950 392 170%

売 上 総 利 益 106 166 60 157%

営 業 利 益 37 57 20 153%

の れ ん 等 償 却 費 9 11 1 114%

償却費負担後営業利益 27 46 18 167%

Prinova
グループ

林原

ナガセケムテックス

12

主要製造子会社の業績概要

▶ナガセケムテックス ：半導体向けは好調も、モバイル機器向けの変性エポキシ樹脂関連の販売が低調であったこと等から、減益

▶林原 ： 香粧品素材AA2G®の販売減少や、原料価格、エネルギー価格の高騰による食品素材トレハ®の収益性低下もあり、減益

▶ Prinovaグループ ：需要の拡大による食品素材関連の販売増加・収益性の向上等から、増益
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連結貸借対照表

▶ 流動資産 ： 全般的な業績好調に伴い運転資本が増加

▶ 純資産 ： 配当金の支払い・自己株式取得もあったが、四半期純利益の計上、円安による為替換算調整勘定の増加等もあり増加

▶ NET D/Eレシオ ： 運転資本増加による資金需要により有利子負債が増加し、0.４1倍に上昇

（単位：億円）

2022年3月末 2022年9月末 増減額 主な増減

流動資産 5,142 5,677 534

（現金及び現金同等物） 542 461 △80

（売掛債権） 2,898 3,164 266

（棚卸資産） 1,575 1,864 289

固定資産 2,254 2,341 87

（投資有価証券） 756 724 △31

資産の部合計 7,397 8,019 622

流動負債 3,078 3,285 207 短期借入金・CP+310、1年内償還社債△100

（買掛債務） 1,490 1,523 33

固定負債 767 897 129 社債+100

負債の部合計 3,846 4,182 336

株主資本 2,988 3,073 85

その他の包括利益累計額 454 652 197 為替換算調整勘定+218、有価証券評価差額△２５

非支配株主持分 108 111 2

純資産の部合計 3,550 3,836 285

運転資本 2,983 3,505 522

自己資本比率 46.5% 46.5% △0.０%

NET D/Eレシオ 0.33 0.41 0.09



Copyright © 2022 NAGASE & CO., LTD. 14

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：億円）

21/09 22/09

営業活動によるキャッシュ・フロー △136 △179

投資活動によるキャッシュ・フロー △49 △59

フリーキャッシュ・フロー △185 △239

財務活動によるキャッシュ・フロー 144 115

換算差額 3 47

現金及び現金同等物の増減額 △ 38 △ 76

有形・無形資産償却費 68 71

固定資産投資 △75 △83

運転資本の増減 △327 △295

▶営業CF：業績好調により運転資本が増加し、営業キャッシュ・フローは179億円の純支出

▶投資CF：投資有価証券売却による収入等があったが、主に有形固定資産の取得による支出等により59億円の純支出

▶財務CF：配当金の支払い、自己株式取得等があったが、運転資本の増加に伴う有利子負債の増加等により115億円の純収入



Copyright © 2022 NAGASE & CO., LTD. 15

２０２３年3月期 通期業績見通し

▶為替は期初想定より円安に推移しているものの、以下の状況を踏まえ、公表の通期業績見通しは据置き（2期連続で最高益を更新見込み）

▶半導体・自動車関連事業は堅調維持、フード関連事業は上期と比較し景気後退等による減速は見込まれるが、引続き成長を見込む

▶原油価格および関連するケミカル市況に加え、電力・ガス等のユーティリティコストは引続き高い水準を見込む

▶モバイル機器の需要減少による変性エポキシ樹脂関連の販売減少は通期でも回復は見込めず

（単位：億円）

22/03
実績

23/03
見通し

増減額 前期比

売上総利益 1,394 1,590 195 114%

販売費及び
一般管理費

1,042 1,210 167 116%

営 業 利 益 352 380 27 108%

経 常 利 益 364 390 25 107%

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

259 285 25 110%

US$レート
（期中平均）

@ 112.4 @ 1４０.0

RMBレート
（期中平均）

@ 17.5 @ 20.0

※レートが1円変動した場合の営業利益への影響額：US＄ 約1億円、RMB 約4億円

（＠120.0 ⇒ ＠140.0）

（＠18.5 ⇒ ＠20.0）
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２０２3年3月期 セグメント別業績見通し

▶機能素材は半導体関連業界向け原料の販売堅調に加え、市況・為替による収益性改善もあり、上方修正

▶加工材料は上海ロックダウンの影響等を受け、樹脂ビジネスが当初想定よりも低調に推移しており、下方修正

▶電子・エネルギーは半導体関連ビジネスは堅調だが、主にモバイル機器の需要減少による変性エポキシ樹脂関連の販売低調により、下方修正

▶モビリティは市況・為替による収益性改善に加え、EV向け機能素材・機能部品のシェア拡大等もあり、上方修正

▶生活関連はＰｒｉｎｏｖａグループの食品素材関連ビジネスが、シェア拡大等もあり上期想定以上に好調に推移し、上方修正

（単位：億円）

22/03 実績
23/03 見通し

（修正前）
23/03 見通し

（修正後）
増減 増減率

機能素材
売上総利益 198 221 229 8 3.6%

営業利益 78 83 95 12 14.5%

加工材料
売上総利益 323 343 330 △ 13 △3.8%

営業利益 108 117 105 △ 12 △10.3%

電子・エネルギー
売上総利益 297 325 310 △ 15 △4.6%

営業利益 102 115 103 △ 12 △10.4%

モビリティ
売上総利益 127 142 149 7 4.9%

営業利益 41 44 55 11 25.0%

生活関連
売上総利益 447 557 571 14 2.5%

営業利益 94 112 117 5 4.5%

その他・全社
売上総利益 1 2 1 △ 1 △50.0%

営業利益 △ 72 △ 91 △ 95 △ 4 ー

連結合計
売上総利益 1,394 1,590 1,590 ー ー

営業利益 352 380 380 ー ー
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配当総額 自己株式取得 総還元性向

※ 202２年度の期末配当金は、202３年6月開催予定の第10８回定時株主総会に附議予定です。

17

株主還元状況

▶ ２０２２年度の1株当たり配当金は中間30円、期末３０円の年間60円を予定（13期連続増配見通し）

▶ ２０２２年2月に決議した60億円の自己株式取得は予定通り進捗 (2022年１０月末時点での取得累計額は４６億円）

（単位：百万円） （単位：%）

1株当たり
配当額/円 ２８ ３０ ３２ ３３ ４０ ４２ ４４ ４６ ５４ ６０
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中期経営計画 ACE 2.0
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ACE 2.0 非財務目標KPI

マテリアリティ解決に向けた取組みを推進

19

エンゲージメントサーベイの実施率及びスコア

従業員エンゲージメント

Scope１、２ベースでのGHG削減量

▶ ２０２２年度のエンゲージメントサーベイを実施

▶ 多様な組み合わせにより双方向の対話を促進

取締役×課長職、社長×従業員、女性取締役×女性従業員

▶ ABW（アクティビティ・ベースド・ワークプレイス）導入

東京本社移転に伴い、従業員がオフィスで働く場所を自由に選択

できるように働き方を改革

カーボンニュートラル

-KPI- -KPI-

▶ GXリーグの賛同企業としての活動

低・脱炭素素材に関連するWGにおける議論へ参画

▶ 経済産業省主導/蓄電池CFP算出試行事業に参画

蓄電池サプライチェーンにおけるCFPの算定に部材サプライヤーと

して参画し、CFPデータ連携のノウハウを獲得

▶ Green × Digitalコンソーシアム※に参画

民間主導・業界横断の「CO2可視化フレームワーク」の議論に参画

し、ルール作りに貢献

▶ 森林クレジット創出の実証開始

目標達成に向けた取り組み

※一般社団法人 電子情報技術産業協会(JEITA)主導
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サステナビリティ推進活動

㈱ゼロボードのパートナーとして、タイでの脱炭素経営支援を開始

サプライチェーン上の取引先・海外製造拠点の脱炭素化を推進すべく、タイでのGHG排出量の可視化を推進

将来的にはアジア全土における脱炭素経営支援を目指す

・GPIF が採用している ESG 指数のうち、「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」

「MSCI 日本株女性活躍指数（WIN)」、「S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数」に既に選定済み

・今回の選出により、GPIF が採用する国内株式 ESG 指数 5つのうち4つに選定

20

ベトナムの物流スタートアップLOGIVAN VIETNAM TECHNOLOGY COMPANYと業務提携

・企業間物流プラットフォーム事業を展開する同社と連携し、DXを活用したベトナム国内での

物流効率化・GHG排出量削減を図る

・「zeroboard」との連携を通じ、 GHG排出量削減に向けた最適なソリューション提案を推進

FTSE Blossom Japan Indexの構成銘柄に初選出

「zeroboard」の日本及び東南アジアでの展開加速

(GHG 排出量算定・可視化クラウドサービス)
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中期経営計画 ACE 2.0計数目標について

▶ 収益力の拡大

・2021年度、2022年度、2期連続の最高益更新を見込む

・外部環境要因もあるが、注力分野（フード、半導体等）の

ビジネスが想定を超えるスピードで成長

▶ 資本効率性の向上

・ROEは2期連続、目標とする指標に近い水準になる見込み

「質の追求」の方針は変えず、目指すべきKGI・KPIを見直し中

一方でポートフォリオの入替や、社会・環境課題の解決に寄与するビジネス創出は道半ば

施策 指標
2021年度

実績
2022年度

見込み
2025年度

目標

収益力の拡大 営業利益 352億円 380億円 350億円

資本効率性の向上 ROE 7.7% 約8.0％ 8.0%以上

（ACE 2.0 KGI）

150 

241 252 

１９１
219 

３５２ 380 
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見通し

営業利益：左軸（億円） ROE：右軸（%）

（営業利益及びROEの推移）

ACE 2.0ACE-2020
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① DXの更なる加速 ② サステナビリティの推進 ③ コーポレート機能の強化

収益構造の変革 企業風土の変革

ACE 2.0 基本方針

変革を支える機能

ビジネスをデザインするNAGASEへ

ACE 2.0“質の追求”

A（主体性） C（必達） E（効率性）のマインドを持ち、

NAGASEの持続的な成長を可能にするため、

すべてのステークホルダーが期待する“想い”を具体的な“形”（事業・仕組み・風土）として創出する
（質） （追求）

“ありたい姿”に向けた収益基盤の構築

① 収益性・効率性の追求
・全社規模の事業入替と資源再配分の実施

② 既存事業の強化
・グローバリゼーションによる事業機会の拡大

・製造業の生産性向上と技術革新による付加価値の拡大

③ “持続可能な事業” (N-Sustainable事業)の創出

“ありたい姿”に向けたマインドセット

① 経済価値と社会価値の追求
・サステナビリティマインドの醸成と
財務／非財務情報のモニタリング徹底

② 効率性の追求
・資本効率性への意識の深化
・コア業務の生産性の向上

③ 変革を推進する人財の強化

23



“質の追求”の目標指標（KGI：Key Goal Indicator）

“質の追求”を達成するための重要業績指標（KPI：Key Performance Indicator）

施策 指標 2020年度 2025年度
＊

資本効率性の向上 ROE 5.9% 8.0%以上

収益力の拡大 営業利益 219億円 350億円

変革/機能 施策 指標 2020年度 2025年度

収益構造の

変革

全社規模の事業入替と資源再配分

成長投資
＊1

‐ 1,500億円
＊2

全社投下資本の10％を確保し

注力・育成領域へ再投下 ‐ 10％以上

“N-Sustainable事業”の創出 営業利益 ‐ 50億円以上
＊3

製造業の生産性向上と技術革新による
付加価値の拡大

製造業営業利益
＊4

138億円 200億円以上

企業風土の

変革

コア業務の生産性の向上 売上総利益一般管理費比率
＊6

57.1％
＊7

52.1％

資本効率性への意識の深化 Net DEレシオ 0.23倍 0.5倍未満

変革を

支える機能
DXの更なる加速 投下資本（費用含む）

＊8
24億円 100億円

＊2

定量目標

＊1：N-Sustainable投資、新規事業投資、DX関連投資、研究開発費、運転資金 ＊2：５ヶ年累計の数値 ＊3：社内管理に基づく数値 ＊4：単純合算値
＊5：Prinovaグループを2021年度より製造業として分類するなど製造業の分類を見直しており、 2020年度実績値も本変更後の分類に基づき記載しております。
＊6：研究開発費、のれん等の買収関連無形資産の償却、数理計算上の差異の償却による損益を除く ＊7：過去５年間（2016年度～2020年度）の平均数値
＊8：DX関連投資の5ヶ年累計100億円は、成長投資1,500億円に含む

＊2025年度前提：1US$＝108.7円、1RMB＝15.6円

＊5
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当プレゼンテーション資料には、202２年１１月２５日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予
測が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、実際の業
績が記載の予測と異なる可能性があります。

https://www.nagase.co.jp/


